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１．日本女子大学の学園IRの方針
1－１.日本女子大学が目指す学園IR
１－２．学園IRの現状と目標

２．日本女子大学の学園IRの結果
２－１．学園IR基盤（JWU-IR）の特徴
２－２．学園IR基盤（JWU-IR）でのデータ活用の一例
２－３．組織的分析プロセス改革の取組一例



１－１．日本女子大学が目指す学園IR

• 日本女子大学を含む本学園は、幼稚園・小学校・中学校・高校・大学・大学院までの
一貫教育体制を擁する。

• 本学園の目指す学園IRは、附属校園を含む全教育段階のデータを一貫管理・分析を可
能とする「フル・エンロールマネジメント」である。
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✓ 入試得点

✓ GPA
✓ 履修科目

✓ 就職先
✓ 職種

志願者 在学生 卒業生

フル・エンロールメントマネジメント
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１－２．学園IRの現状と目標

• 目指す学園IRの実現のために次の３つの目標として細分化した。
①統合データ分析基盤へのデータ連携による円滑なデータ共有
②生涯IDによる学生識別の一貫性確保
③組織的な分析プロセスの改革
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Microsoft Fabric

データ集約
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学籍番号 123 456 789 101 112

生涯ID 001 001 001 001 001

データ活用

統合データ分析基盤

目
標

データ分析
施策立案

評価
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全組織

１

２

３
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２－１．学園IR基盤（JWU-IR）の特徴

• 本学園のIR（以下、JWU-IR）のシステム構成は、次の特徴を持つ
特徴①： Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携及び更新し、生涯IDが付与
特徴②：セキュリティ及び権限管理をMicrosoft Fabricで3層構造のシステムで実現、安全かつ円滑にデータ共有
特徴③：データ分析のベストプラクティスに準拠により、分析者が目的に沿ったレポート作成可能
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２－１．学園IR基盤（JWU-IR）の特徴①

• Microsoft Fabricに学園の各種システムのデータが自動的に連携及び更新し、生涯IDが付与
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２－１．学園IR基盤（JWU-IR）の特徴②

• セキュリティ及び権限管理をMicrosoft Fabricで3層構造のシステムで実現、安全かつ円滑にデータ共有
-第1層：マスターワークスペース（マスターデータ）は、IR管理者アカウントのみが編集・閲覧可能
-第2層：組織マスターワークスペースは、各組織毎に発行し、必要なデータのみに対し、閲覧権限のみ付与
-第3層：分析ワークスペースは、自由に分析レポートを作成可能
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２－１．学園IR基盤（JWU-IR）の特徴③

• データ分析のベストプラクティス（メダリオンアーキテクチャ）に準拠により、分析者が目的に沿ったレポート作成可能
-シルバー（クリーンデータ）変換：プログラムベースでシステム部門が対応
-ゴールド（分析データ）変換： GUIと関数ベースとで分析者が対応
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第3層 分析層

２－２．学園IR基盤（JWU-IR）でのデータ活用の一例

• 高校の入試形態と大学のGPAの傾向の分析を一例として取り上げる。

• 「高校システム」から「高校入試形態テーブル」を「大学システム」から「大学GPA」を取得し、
「生涯ID」で各テーブル間を紐づけを実施し、分析が可能となる。
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生涯ID 学籍番号（大学） GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 3.0

33333333 22０0100３ 3.2

・・・ ・・・ ・・・

生涯ID 学籍番号（高校） 高校入試形態

1１１１１１１１ ３１７0０001 一般

２２２２２２２２ ３１７0０002 内部

33333333 ３１７0０00３ 推薦

・・・ ・・・ ・・・

大学システム 大学GPAテーブル

高校システム 高校入試形態テーブル
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学籍番号
（大学）

学籍番号
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高校入試形態 GPA

1１１１１１１１ 22０01001 ３１７0０001 一般 ２．８

２２２２２２２２ 22０01002 ３１７0０002 内部 3.0

33333333 22０0100３ ３１７0０00３ 推薦 3.2

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

大学GPA＋高校入試形態テーブル

Silver Gold

第２層 組織マスター層



２－２．学園IR基盤（JWU-IR）でのデータ活用の一例
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２－３．組織的分析プロセス改革の取組一例

• JWU－IR導入を契機に、
データ駆動型組織として強化し、組織的分析プロセスの改革を目指す。

• 「マニュアルの配備」「研修会の実施」「生成AIの活用」等の取組を実施している。
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マニュアルの配備 研修の実施 生成AIの活用



２－３．組織的分析プロセス改革の取組一例
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２－３．組織的分析プロセス改革の取組一例
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統合データ分析基盤へのデータ連携による円滑なデータ共有

まとめ
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フル・エンロールメントマネジメントの実現

日本女子大学が目指す学園IR

Microsoft Fabricを活用し、学園全体のデータを含む学園IR基盤（JWU－IR）を構築
安全かつ円滑なデータ共有を実現

【目標①】

生涯IDによる学生識別の一貫性確保
【目標②】

組織的な分析プロセスの改革
【目標③】

生涯IDを全ての学生に付与し、異なる学校のデータを紐づけを実現

生成AIの活用、マニュアルの配備、研修会の実施等の取組を実施
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